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検索→

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
が
「
歓
楽
街
で
の
発

生
に
加
え
て
、
会
食
や
職
場
、

在
留
外
国
人
の
集
団
で
も
起

き
て
」
「
10
月
以
降
微
増
傾
向
が
続
い
て

い
る
」
（
厚
労
省
・
専
門
家
組
織
の
見
解
）

と
い
う
状
況
で
、
大
手
企
業
の
大
幅
減
益

の
決
算
発
表
が
連
日
報
道
さ
れ
て
い
ま
す

▼
世
界
に
目
を
向
け
る
と
、
事
態
は
深
刻

で
、
新
規
感
染
者
数
が
過
去
最
多
を
記
録

す
る
日
が
続
き
、
累
計
で
４
２
３
０
万
人

を
超
え
死
者
は
約
１
１
５
万
人
。
10
月
末
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
非
常
事
態
宣
言
を
出

し
た
り
、
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
に
踏
み
切
っ
て

い
ま
す
。
一
度
感
染
が
収
ま
っ
た
か
の
よ

う
に
見
え
て
、
夏
の
休
暇
時
期
の
前
に
規

制
緩
和
し
た
結
果
、
８
月
以
降
に
感
染
者

が
急
増
し
ま
し
た
。
心
配
し
て
い
た
通
り

で
す
。
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
北
半
球
で
重

大
な
岐
路
に
あ
る
。
今
後
数
ケ
月
は
大
変

厳
し
い
状
況
に
」
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
事
務
局
長
）

▼
国
内
の
コ
ロ
ナ
被
害
も
深
刻
で
す
。
正

社
員
の
解
雇
、
非
正
規
社
員
の
雇
い
止
め
、

倒
産
件
数
の
増
加
、
自
殺
者
の
増
加
、
特

に
若
い
女
性
の
自
死
が
目
立
ち
「
コ
ロ
ナ

禍
で
仕
事
を
失
い
収
入
が
激
減
し
た
不
安

定
雇
用
の
女
性
た
ち
は
、
特
定
定
額
給
付

金
で
一
時
的
に
し
の
げ
た
が
、
夏
以
降
の

感
染
拡
大
で
生
活
資
金
が
尽
き
て
し
ま
っ

た
。
い
つ
収
束
す
る
の
か
先
の
見
え
な
い

不
安
が
女
性
を
追
い
詰
め
て
い
る
」
と
、

シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
と
子
ど
も
を
支
援
す
る

団
体
の
代
表
は
話
し
ま
す
。
バ
イ
ト
の
減

少
で
授
業
料
が
払
え
な
い
学
生
や
仕
事
が

無
く
な
り
奨
学
金
が
返
せ
な
い
社
会
人
、

ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
や
ク
ラ
ブ
経
営
者
も
存
続

の
危
機
を
訴
え
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を

「
自
助
・
共
助
」
で
克
服
で
き
ま
す
か
▼

Ｇ
Ｏ

・
Ｔ
Ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
１
兆
円
を

超
え
る
予
算
で
「
公
助
」
を
惜
し
ま
ず
、

「
予
算
が
な
く
な
っ
た
ら
終
了
す
る
の
で

は
な
く
、
全
体
を
見
て
検
討
す
る
」
と
延

長
を
示
唆
す
る
菅
首
相
。
食
費
を
減
ら
す

な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
を
切
り
詰
め
、
旅
行

ど
こ
ろ
で
は
な
い
国
民
へ
の
「
公
助
」
を

ス
ル
ー
さ
せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
苦
し
ん

で
い
る
国
民
に
手
を
差
し
の
べ
る
の
が
政

治
で
す
。
し
か
し
、
黙
っ
て
い
て
は
そ
の

手
が
伸
び
て
き
ま
せ
ん
。
声
を
あ
げ
よ
う
！

選
挙
で
変
え
ま
し
ょ
う
！

２１年春闘「生活改善要求アンケート」

にご協力をお願いします。

職場の実態と皆さんの要求をつかんで、

労働条件の改善に役立

てていきたいと思います。

沖電気の職場を明るくす

る会ホーム ページから

でもアンケートができま花言葉：別れの悲しみ

キ
ン
セ
ン
カ

最高裁判決を受けて「勝訴」に喜ぶ原告たち
同一労働・同一賃金」の流れを前進させた最高裁判決

日
本
郵
便
の
期
間
雇
用
社

員
ら
が
訴
え
た
裁
判
で
、
最
高

裁
は
、
住
居
手
当
、
年
末
年
始

手
当
、
扶
養
手
当
、
夏
季
・
冬

期
休
暇
、
有
給
の
病
気
休
暇
な

ど
を
支
払
わ
な
い
の
は
不
合
理

だ
と
し
ま
し
た
。
均
等
待
遇
へ

前
進
し
ま
し
た
。

判
決
は
年
末
年
始
手
当
は
繁

忙
期
に
勤
務
し
た
こ
と
が
支
給

条
件
で
あ
り
、
契
約
社
員
に
支

給
し
な
い
の
は
不
合
理
と
指
摘
。

扶
養
手
当
は
扶
養
親
族
が
い
る

社
員
の
生
活
設
計
の
た
め
で
あ

り
、
病
気
休
暇
も
生
活
保
障
を

は
か
り
療
養
に
専
念
さ
せ
る
た

め
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
違
法
と
し

ま
し
た
。

こ
の
判
決
は
２
１
０
０
万
人

と
い
わ
れ
る
非
正
規
の
仲
間
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

賞
与
・
退
職
金
の
格
差
も

違
法
と
す
る
こ
と
も

大
阪
医
大
の
ア
ル
バ
イ
ト
の

賞
与
（
二
審
の
大
阪
高
裁
で
正

規
職
員
の
60
％
の
支
給
を
命
じ

る
）
と
メ
ト
ロ
コ
マ
ー
ス
契
約

社
員
の
退
職
金
（
高
裁
で
は
正

社
員
基
準
の
４
分
の
１
の
支
給

を
認
め
た
）
に
対
し
最
高
裁
は
、

い
ず
れ
も
「
人
材
の
確
保
・
定

着
が
目
的
」
な
ど
と
限
定
。
不

合
理
な
格
差
に
あ
た
ら
な
い
と

し
た
不
当
な
判
決
で
す
。
厚
労

省
の
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
も
反
す
る
も

の
で
す
。
た
だ
判
決
は
個
別
事

情
に
よ
っ
て
は
退
職
金
・
賞
与

（
一
時
金
）
の
格
差
を
違
法
と

す
る
こ
と
も
あ
る
と
指
摘
。
訴

訟
ご
と
に
不
合
理
か
ど
う
か
の

判
断
が
「
変
わ
り
え
る
」
と
し

ま
し
た
。

国
際
労
働
基
準
と
社
会
の
流

れ
は
「
同
一
労
働
・
同
一
賃
金
」
。

今
後
も
職
場
か
ら
声
を
上
げ
、

運
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。



２０１９年度　　為替レート (2020年３月期）
計画　１ドル１１０円、　　　　　１ユーロ１２５円
実績　１ドル１０８．７４円 　１ユーロ１２０．８２円

      企業数         従業員数
1998年末 2018年末 増減 1998年末 2018年末 増減 増減率

全産業 2,470,470 2,815,711 345,241 37,983,463 43,071,272 5,087,809 増13.4%
製造業 448,880 340,176 -108,704 11,461,009 9,462,664 -1,998,345 減17.4%
電機 36,656 27,036 -9,620 2,105,903 1,405,768 -700,135 減33.2%
自動車 14,638 10,066 -4,572 1,016,078 1,033,617 17,539 増1.7%

電機（資本金10億円以上）一人当たりの数値
(万円） 1998年 2018年 ９８年比
売上高 5,557 6,785 1.22
営業利益 91 319 3.51
内部留保金 2,235 4,405 1.97

資本金10億円以上企業の一人あたりの指標
      （2018年の1998年比較）

売上高 営業利益 内部留保金
全産業 1.1倍 2.28倍 2.45倍
製造業 1.39倍 2,25倍 2.09倍
電機 1.22倍 3.51倍 1.97倍
自動車 1.52倍 1.96倍 2.27倍

社会のあらゆる分野において２０２０年までに指導的地位に女性が
占める割合を少なくとも３０％程度にする（女性活躍 政府目標）
沖電気・単体 目標  実績       備考
管理職 4% 3.4% 管理職１２４３人 女性４２人
役員 ー 7.4% 役員２７人 女性２人
新卒採用 ２０％以上 26.7% １９年度は２２．８％（女性割合）

沖電気単体の従業員数は約４２００人、女性比率は１３％とされて
います。沖電気労働組合の幹部には女性はいません。２０年７月

情
報
処
理
技
術
者
試
験
も

コ
ロ
ナ
の
影
響

【
埼
玉
・
蕨
】

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

今
年
は
勤
務
体
系
が
大
き

く
変
わ
っ
た
方
が
多
い
で

す
が
、
情
報
処
理
技
術
者

試
験
も
今
ま
で
に
な
い
影

響
を
受
け
ま
し
た
。
四
月

の
試
験
が
十
月
に
延
期
、

十
月
の
試
験
の
一
部
は
さ

ら
に
延
期
と
な
り
、
受
験

会
場
も
密
に
な
ら
な
い
会

場
を
選
定
す
る
た
め
直
前

ま
で
決
ま
ら
ず
居
住
地
区

と
違
う
都
道
府
県
と
な
る

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

実
際
受
け
て
み
て
、
本
来

よ
り
一
人
当
た
り
４
倍
程

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
な
ど

三
密
対
策
は
十
分
行
わ
れ

お
り
、
会
場
を
そ
の
対
策

の
た
め
に
か
な
り
厳
選
し

た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
し

た
。作

業
着
、
変
わ
っ
た
ね

【
埼
玉
・
本
庄
】

「
作
業
着
が
変
わ
っ
た
ね
」

「
な
ん
か
、
か
っ
こ
い
い

ん
だ
よ
ね
」
と
言
わ
れ
て

い
る
の
は
Ｏ
Ｋ
Ｉ
の
物
流

関
係
の
仕
事
を
し
て
い
る

人
た
ち
。
作
業
着
は
濃
紺

で
黄
色
と
白
の
バ
ッ
ク
プ

リ
ン
ト
の
文
字
。

Ｏ
Ｋ
Ｉ
物
流
部
門
が
ド
イ

ツ
の
Ｄ
Ｈ
Ｌ
社
グ
ル
ー
プ

に
売
却
さ
れ
ま
し
た
。
国

内
50
カ
所
の
倉
庫
な
ど
の

関
連
施
設
や
車
両
が
譲
渡

さ
れ
従
業
員
１
４
０
人
が

移
籍
と
な
り
ま
し
た
。
期

間
は
２
０
２
５
年
ま
で
の

５
年
間
と
言
い
ま
す
が
、

そ
の
あ
と
は
ど
う
な
る

の
で
し
ょ
う
？
他
企
業
で

も
大
手
に
物
流
部
門
を
売

却
す
る
動
き
が
相
次
い
で

い
る
と
聞
き
ま
す
。
労
働

条
件
の
変
化
も
、
気
に
な

り
ま
す
。

《
Ｄ
Ｈ
Ｌ
社
》

航
空
機
を
主
体
と
し
た
国

際
宅
配
便
、
運
輸
、
ロ
ジ
ス
テ

ク
ス
サ
ー
ビ
ス
を
扱
う
運
送
物

流
会
社

つ
い
に
コ
ロ
ナ
感
染
が
発

生
！
全
員
検
査
の
実
施
を

【
群
馬
・
富
岡
】

市
内
の
他
社
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
る
な
ど
の

状
況
が
あ
り
ま
し
た
が
、

沖
・
富
岡
工
場
で
は
コ
ロ

ナ
の
陽
性
者
が
出
る
こ
と

な
く
安
心
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
10
月
22
日
に

コ
ロ
ナ
感
染
が
発
生
し
、

改
め
て
コ
ロ
ナ
の
危
険
性

を
実
感
し
ま
し
た
。
油
断

禁
物
で
す
。
感
染
は
二
つ

の
建
物
、
三
カ
所
の
フ
ロ

ア
で
働
い
て
い
た
Ｏ
Ｔ
Ｍ

（
沖
富
岡
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク

チ
ャ
リ
ン
グ
）
の
従
業
員

の
方
で
す
。
同
じ
ア
パ
ー

ト
に
住
ん
で
い
て
、
そ
こ

で
感
染
が
広
が
っ
た
と
の

事
で
す
。

そ
の
後
ア
パ
ー
ト
以
外

の
感
染
者
も
出
て
、
26
日

か
ら
生
産
部
・
Ｏ
Ｔ
Ｍ
は

自
宅
待
機
に
。
職
場
で
は
、

感
染
拡
大
の
不
安
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
ン
ク
が
行
っ

た
よ
う
に
、
何
か
し
ら
の

方
法
で
全
員
検
査
が
必
要

で
す
。
従
業
員
の
健
康
を

守
り
、
安
心
・
安
全
の
職

場
を
確
保
す
る
こ
と
が
企

業
の
責
任
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

【
女
性
活
躍
推
進
】

２
０
１
６
年
に
女
性
の

職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍

に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
沖
電
気
の

女
性
活
躍
は
低
水
準
で
す
。

★ ８ 時 間 働 け ば 誰 で も 生 活 が で き る 職 場 を ★ ２０２０年 １１月 第３８８号

《
沖
電
気
を
考
え
る

》

第
１
５
０
回

電
機
大
企
業

営
業
利
益
3.5
倍
の
裏
で

強
烈
な
黒
字
リ
ス
ト
ラ
の
常
態
化

日
本
の
全
産
業
（
金
融
・
保

険
業
を
除
く
）
の
指
標
を
１
９

９
８
年
度
と
２
０
１
８
年
度
を

財
務
省
「
法
人
企
業
統
計
」
で

比
較
し
た
。
統
計
は
産
業
分
類

の
変
更
を
考
慮
し
て
電
気
機
器

と
情
報
通
信
器
具
製
造
業
を
合

算
し
て
「
電
機
」
と
し
た
。

製
造
業
は
企
業
数
、
従
業
員

数
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

な
か
で
も
「
電
機
」
は
70
万
人

の
削
減
と
な
っ
て
い
る
。
表
Ａ

電
機
（
資
本
金
10
億
円
以
上
）

（1998年と2018年の比較）

(表Ａ）

は
２
０
年
間
で
１
・
22
倍
、
営
業

利
益
は
３
・
51
倍
、
内
部
留
保
金

は
１
・
97
倍
。
人
員
削
減
で
利
益

を
上
げ
る
黒
字
リ
ス
ト
ラ
の
実
態

が
顕
著
。

資
本
金
10
億
円
以
上
企
業
で
の

比
較
（
表
Ｂ
）
で
も
経
営
指
標
は

他
産
業
と
遜
色
な
い
の
に
「
電
機
」

は
人
員
削
減
強
行
の
異
常
。
さ
ら

に
近
年
の
「
電
機
」
の
職
場
で
は
、

人
員
削
減
と
並
行
し
て
労
働
条
件

の
切
り
下
げ
（
家
族
手
当
の
廃
止

な
ど
）
や
差
別
・
選
別
の
賃
金
制

度
の
導
入
で
、
降
給
・
降
格
に
よ

る
常
時
リ
ス
ト
ラ
。
一
部
労
働
組

合
は
春
闘
時
に
「
賃
下
げ
を
会
社

に
要
求
」
す
る
事
態
も
生
じ
、
労

働
者
の
雇
用
と
生
活
を
危
う
く
さ

せ
て
い
る
。

▽
▽
本
稿
は
電
機
・
情
報
ユ
ニ
オ

ン
の
第
10
回
定
期
大
会
議
案
書
な

ど
の
資
料
を
参
考
に
し
ま
し
た
。

為
替
レ
ー
ト

★対ドル、対ユーロとも円高で2020年3月期は33億円

の為替差損が生じている。

【話題】日本の研究力 考

★
★

前
年
は
８
位
だ
っ
た
東
京

大
学
は
世
界
ト
ッ
プ
１
０

か
ら
外
れ
11
位
に
。

イギリスの科学誌「ネイチャー」2020から作成

2015年から2019年の論文数の増減率％を比較

研究力ランキング上位10カ国で日本だけ減少

増加する内部留保金（表Ｂ）


